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キノフメリン 

Ⅰ．評価対象農薬の概要 

1．有効成分の概要 

1.1 申請者 三井化学クロップ＆ライフソリューション株式会社 

1.2 登録名 キノフメリン 

3-(4,4-ｼﾞﾌﾙｵﾛ-3,3-ｼﾞﾒﾁﾙ-3,4-ｼﾞﾋﾄﾞﾛｲｿｷﾉﾘﾝ-1-ｲﾙ)ｷﾉﾘﾝ 

 

1.3 一般名 quinofumelin（ISO名） 

 

 

1.4 化学名 

IUPAC名： 

 

 

 CAS名 ： 

 

3-(4,4-difluoro-3,3-dimethyl-3,4-dihydroisoquinolin-1-yl)quinoline 

 

 

3-(4,4-difluoro-3,4-dihydro-3,3-dimethyl-1-isoquinolinyl)quinoline 

（CAS No. 861647-84-9） 

 

1.5 コード番号 MCF-8010、MBF-5040、ARK-3010 
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1.6 分子式、構造式、分子量 

 分子式 C20H16F2N2 

 構造式 

N

N

F

F

CH3

CH3

 
分子量 322.35 

 

 

2．有効成分の物理的・化学的性状 

試験項目 
純度 

(%) 
試験方法 試験結果 

色調・形状 99.7 目視 白色・固体(粉末) 

臭気 99.7 官能法 無臭 

融点 99.7 OECD 102  105 ~ 109 ℃ 

沸点 99.7 OECD 103 融点より高い温度で分解 

密度 99.7 OECD 109 1.25 g/cm3 (21 ℃) 

蒸気圧 99.0 OECD 104  8.5 × 10-6 Pa (25 ℃) 

熱安定性 99.7 OECD 113 320 ℃で分解 

溶 

 
解 

 
度 

水 99.7 OECD 105 4.0 mg/L (20 ℃、pH 7) 

有 
機 
溶 
媒 

n-ヘプタン 

99.7 EEC A6 

11.9 g/L (20 ℃) 

キシレン >250 g/L (20 ℃) 

1,2-ジクロロエタン >250 g/L (20 ℃) 

メタノール >250 g/L (20 ℃) 

アセトン >250 g/L (20 ℃) 

酢酸エチル >250 g/L (20 ℃) 

n-オクタノール 106 g/L (20 ℃) 

解離定数 

(pKa) 
99.7 OECD 112 

3.2 (20 ℃) 
(共役酸の解離定数) 

1-オクタノール／水分配係数 

(log Pow) 
99.7 OECD 107  4.2 (20 ℃、pH 7) 

加水分解性 99.8 OECD111 
安定 

(50 ℃、5 日間、pH 4、pH 7 及び pH 9) 

水中光分解性 100 OECD316 
半減期 67.9 ~ 75.1 時間 

(pH 7緩衝液、25 ℃、54.7 W/m2、300 ~ 400 nm) 
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試験項目 
純度 

(%) 
試験方法 試験結果 

紫外可視吸収 

(UV/VIS) 
スペクトル 

99.7 

 

極大吸収波長 

(nm) 
吸光度 

モル吸光係数 

(L mol-1 cm-1) 

中性 (pH 6.3) 

235 0.917 29000 

酸性 (pH 1.3) 

247 0.979 31000 

アルカリ性 (pH 12.8) 

235 0.943 29900 

試験項目 試験方法 試験結果 

土壌吸着係数 OECD106 Kads
Foc = 843 ~ 4276 ( 5種類の海外土壌) 

土壌残留性 12消安第8147号 

水田土壌：半減期 4.1 ~ 49.7 ⽇ (⼟壌の深さ0 ~ 10 cm、

FOMC モデルによる推定値) 

畑地土壌：半減期 24.8 ~ 32.8 ⽇ (⼟壌の深さ0 ~ 20 cm、

FOMCまたはDFOP モデルによる推定値) 

 

3．申請に係る情報 

キノフメリンは、2022 年現在、海外では未登録である。 

 

4．作用機作 
キノリン骨格を有する殺菌剤であり、その作用機作の詳細は明らかになっていない。既

存の各種殺菌剤に対して感受性が低下した低感受性菌、耐性菌に対し活性を示すことか

ら、既存の殺菌剤とは異なる新規作用機作であると考えられている。 
（FRAC 分類：未分類） 

※参照：https://www.frac.info/ 
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5．適用病害虫の範囲及び使用方法 

（１）キノフメリン 20.0%水和剤（アイーナ２０フロアブル） 

作物名 適用病害虫名 
希釈
倍数 

使用液量 
使用 
時期 

本剤の 
使用 
回数 

使用
方法 

ｷﾉﾌﾒﾘﾝを含
む農薬の総
使用回数 

稲 
いもち病 
稲こうじ病 
穂枯れ(ごま葉枯病菌) 

4000
倍 

60~150 
L/10 a 

収穫 7 日
前まで 

3 回 
以内 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

散布 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3 回 
以内 

あずき 
いんげんまめ 

炭疽病 

2000
倍 

100~300 
L/10 a 

収穫前日
まで 

2 回 
以内 

2 回 
以内 

灰色かび病 
菌核病 えんどうまめ 

ｷｬﾍﾞﾂ 
灰色かび病 
菌核病 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3 回 
以内 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3 回 
以内 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

はなやさい類 菌核病 

きゅうり 
灰色かび病 

菌核病 
炭疽病 
つる枯病 

すいか 
ﾒﾛﾝ 

ﾋﾟｰﾏﾝ 
うどんこ病 
灰色かび病 

なす 
うどんこ病 

灰色かび病 
菌核病 ﾄﾏﾄ 

ﾐﾆﾄﾏﾄ 

いちご 
うどんこ病 
灰色かび病 
炭疽病 

ｱｽﾊﾟﾗｶﾞｽ 
茎枯病 
斑点病 

100~500 
L/10 a 

鱗茎類(根物、ただし、
葉たまねぎ、葉にんに
く、のびるを除く) 

灰色かび病 
灰色腐敗病 

100~300 
L/10 a 

ﾚﾀｽ 
灰色かび病 
菌核病 ﾚﾀｽ類(ﾚﾀｽを除く) 

収穫 14
日前まで 

かんきつ 
黒点病 
灰色かび病 

2000~
4000
倍 

 
 
 
 
 
 

200~700 
L/10 a 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

収穫前日
まで 

 
 
 
 
 
 

なし 
黒星病 
うどんこ病 

りんご 
黒星病 
うどんこ病 
斑点落葉病 

おうとう 灰星病 

もも類 
黒星病 
灰星病 
ﾎﾓﾌﾟｼｽ腐敗病 

小粒核果類 黒星病 
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作物名 適用病害虫名 
希釈
倍数 

使用液量 
使用 
時期 

本剤の 
使用 
回数 

使用
方法 

ｷﾉﾌﾒﾘﾝを含
む農薬の総
使用回数 

 
小粒核果類 すす斑病(うめ) 

灰星病(あんず、すもも) 

2000
倍 

 
 
 
 
 

200~700 
L/10 a 

 
 
 
 
 

収穫前日
まで 

 
 
 
 
 
 

3 回以
内 

 
 
 
 
 
 

散布 

 
 
 
 
 
 

3 回 
以内 

ぶどう 
灰色かび病 
晩腐病 
褐斑病 

ﾏﾝｺﾞｰ 
灰色かび病 
炭疽病 

かき 

うどんこ病 
炭疽病 
灰色かび病 
落葉病 

2000~
4000
倍 

茶 
炭疽病 
輪斑病 
新梢枯死症 

2000
倍 

200~400 
L/10 a 

摘採 14
日前まで 

 

（２）キノフメリン 5.0 %水和剤（アイーナ 5 フロアブル） 

作物名 適用病害虫名 
希釈 
倍数 

使用液量 
使用 
時期 

本剤の 
使用 
回数 

使用 
方法 

ｷﾉﾌﾒﾘﾝを含
む農薬の総
使用回数 

稲 
いもち病 
穂枯れ(ごま葉枯病菌) 
稲こうじ病 

8 倍 800 mL/10 a 

収穫 7 日前
まで 

3 回 
以内 

無人航空
機による
散布 3 回 

以内 1000 倍 60~150 L/10 a 
散布 

300 倍 25 L/10 a 

 

（３）キノフメリン 20.0 %水和剤（リメリナフロアブル） 

作物名 適用病害虫名 
希釈 
倍数 

使用液量 使用時期 
本剤の 
使用 
回数 

使用 
方法 

ｷﾉﾌﾒﾘﾝを含
む農薬の総
使用回数 

西洋芝 
(ﾍﾞﾝﾄｸﾞﾗｽ) 

炭疽病 
ﾀﾞﾗｰｽﾎﾟｯﾄ病 

2000 倍 0.5 L/m2 発病前~ 
発病初期 

8 回 
以内 

散布 8 回以内 
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Ⅱ．ミツバチに対する安全性に係る試験の概要 

1. ミツバチに対する安全性に係る試験 

キノフメリンのミツバチに対する安全性に係る試験を表 1 に示す。 

表 1：ミツバチに対する安全性に係る試験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

試験の種類 評価段階 試験数 

成虫単回接触毒性試験 

第1段階 

1 

成虫単回経口毒性試験 1 

成虫反復経口毒性試験 0 

幼虫経口毒性試験 1 

花粉・花蜜残留試験 0 

蜂群への影響試験 第2段階 0 



9 

 

2. ミツバチ個体への毒性 

2.1 成虫単回接触毒性試験 

セイヨウミツバチ成虫を用いた単回接触毒性試験が実施され、48 h LD50 は>98.6 μg ai/bee 

であった。 

表 2：単回接触毒性試験結果（資料 1、2014 年） 

被験物質 原体 

供試生物/反復 セイヨウミツバチ(Apis mellifera)/ 5反復、10頭/区 

準拠ガイドライン OECD 214(1998)、OCSPP 850.3020(2012) 

試験期間 48 h 

投与溶媒(投与液量) DMF(1 μL) 

暴露量 

(設定量に基づく有効成分換

算値) 

(μg ai/bee) 

対照区(水) 

(死亡率 %) 

対照区(DMF) 

(死亡率 %) 
98.6 

死亡数/供試生物数(48 h) 
0/50 

(0.0%) 

0/50 

(0.0%) 
0/50 

観察された行動異常 なし 

LD50 (μg ai/bee)(48 h) >98.6 
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2.2 成虫単回経口毒性試験 

セイヨウミツバチ成虫を用いた単回経口毒性試験が実施され、48 h LD50 は >300 μg ai/bee 

であった。 

表 3：単回経口毒性試験結果（資料 2、2019 年） 

被験物質 原体 

供試生物/反復 セイヨウミツバチ(Apis mellifera)/3反復、10頭/区 

準拠ガイドライン OECD 213(1998) 

試験期間 48 h 

投与溶液(投与液量) 50%ショ糖溶液(200 μL/区) 

助剤(濃度%) トリトンX-100 (0.05 %) 

暴露量 

(設定量に基づく有効成分値) 

(μg ai/bee) 

対照区 

(死亡率 %) 

助剤 

対照区 

(死亡率 %) 

300 

死亡数/供試生物数(48 h) 
0/30 

(0.0%) 

0/30 

(0.0%) 
0/30 

観察された行動異常 なし 

LD50 (μg ai/bee)(48 h) >300 
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2.3 成虫反復経口毒性試験 

該当なし 
 

2.4 幼虫経口毒性試験 

セイヨウミツバチ幼虫を用いた経口毒性試験が実施され、72 h LD50 は>110 μg ai/bee であ

った。 

表 4：幼虫経口毒性試験結果（資料 3、2019 年） 

被験物質 原体 

供試生物/反復 セイヨウミツバチ(Apis mellifera)幼虫(4日齢時投与)/ 3反復、16頭/区 

準拠ガイドライン OECD TG237(2013) 

試験期間 96 h 

投与溶液 
ローヤルゼリー50%及び酵母エキス4%、ブドウ糖18%、果糖18%を含む

水溶液 

助剤(濃度%) アセトン(≦5%) 

暴露量 

(設定量に基づく有効成分値) 

(μg ai/bee) 

対照区 

(死亡率 %) 

助剤 

対照区 

(死亡率 %) 

110 

死亡数/供試生物数(72 h) 
0/48 

(0.0%) 

2/48 

(4.2%) 
2/48 

LD50 (μg ai/bee)(72 h) >110 
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3．花粉･花蜜残留試験 

該当なし 

 

4．蜂群への影響試験 

該当なし 

 

Ⅲ．毒性指標 

1．毒性試験の結果概要 

 毒性試験の結果概要を表 5 に示す。 

表 5：各試験の毒性値一覧 

 

 

 

 

 

 

 

2．毒性指標値 

 成虫単回接触毒性については、48 h LD50 値（>98.6 μg ai/bee）を採用し、毒性指標値を 98 

μg ai/bee とした。 

 成虫単回経口毒性については、48 h LD50 値（>300 μg ai/bee）を採用し、毒性指標値を 300 

μg ai/bee とした。 

 幼虫経口毒性については、72 h LD50 値（>110 μg ai/bee）を採用し、毒性指標値を 110 μg 

ai/bee とした。 

 キノフメリンのミツバチへの影響評価に用いる毒性指標値を表 6 に示す。 

 

表 6：キノフメリンのミツバチへの影響評価に用いる毒性指標値 

 

 

 

 

 

 

 

 

3．毒性の強さから付される注意事項 
成虫単回接触毒性及び成虫単回経口毒性共に LD50 は 11 μg/bee 以上であったため、注意

事項は要しない。  

毒性試験 
毒性値 

ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ 試験1 

成虫単回接触毒性 
48 h LD50 

>98.6 μg ai/bee 

成虫単回経口毒性 >300 μg ai/bee 

幼虫経口毒性 72 h LD50 >110 μg ai/bee 

生育段

階 
毒性試験の種類 毒性指標値(単位) 

成虫 
単回接触毒性 

48 h LD50 (μg ai/bee) 
98 

単回経口毒性 300 

幼虫 経口毒性 72 h LD50 (μg ai/bee) 110 
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Ⅳ．暴露量の推計 

アイーナ 20 フロアブル（キノフメリン 20.0%水和剤）及びアイーナ５フロアブル（キノ

フメリン 5.0%水和剤）について、以下のとおり暴露量を推計した。 

リメリナフロアブル（キノフメリン 20.0%水和剤）の適用作物は開花しない作物である

「西洋芝（ベントグラス）」のみであり、その使用にあたり本剤にミツバチが暴露しないと

想定されるため、暴露量の推計は行わなかった。 

 

1．茎葉散布シナリオ 

1.1 第 1 段階評価（スクリーニング#） 

アイーナ 20 フロアブル及びアイーナ５フロアブルにおけるリスク評価が必要な適用は、

それぞれ「稲、野菜類、果樹類」及び「稲」であり、これらについて、予測式を用いて暴露

量を推計した。推計に当たっては、「農薬のミツバチ影響評価ガイダンス」に準拠して、以下

のパラメーターを用いた。 

#：予測式を用いた推計暴露量による評価 

 

表 7：暴露量推計に関するパラメーター（農薬付着量、摂餌量及び農薬残留量） 

接触暴露 

農薬付着量(nL/bee) 成虫 － 70 

経口暴露 

摂餌量(mg/bee/day) 

成虫 
花粉 9.6 

花蜜 140 

幼虫 
花粉 3.6 

花蜜 120 

農薬残留量(μg/g per kg/ha) 花粉・花蜜 98 

 

これらのパラメーターより推計したアイーナ 20 フロアブル及びアイーナ５フロアブル

の第 1 段階評価（スクリーニング）の暴露量を、それぞれ表 8 及び表 9 に示す。 
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表 8：アイーナ 20 フロアブルの第１段階評価（スクリーニング）の推計暴露量 

作物名 適用病害虫 
使用
方法 

希釈倍数
(倍) 

使用液量
(L/10a) 

ha当たりの有
効成分投下量

(kg ai/ha) 

散布液中有効
成分濃度 

(%) 

推計花粉・ 
花蜜濃度 

(µg/g) 

推定暴露量(µg/bee) 

接触 

経口 

成虫 幼虫 

稲 いもち病等 

散布 

4000 150 0.075 0.005 7.35 0.0035 0.071 0.026 

あずき 炭疽病等 

2000 

300 0.3 

0.010 

29.4 

0.0070 

4.4 3.6 

いんげんまめ 炭疽病等 

えんどうまめ 灰色かび病等 

きゅうり 灰色かび病等 

すいか 菌核病等 

ﾒﾛﾝ 菌核病等 

ﾋﾟｰﾏﾝ うどんこ病等 

いちご うどんこ病等 

なす うどんこ病等 

0.28 0.11 ﾄﾏﾄ 灰色かび病等 

ﾐﾆﾄﾏﾄ 灰色かび病等 

ｱｽﾊﾟﾗｶﾞｽ 葉枯病等 500 0.5 49 7.3 6.1 

かんきつ 黒点病等 

700 0.7 68.6 10 8.5 

なし 黒星病等 

りんご 黒星病等 

おうとう 灰星病 

もも類 灰星病等 

小粒核果類  黒星病等  
ぶどう 灰色かび病等 

ﾏﾝｺﾞｰ 灰色かび病等 

かき うどんこ病等 



15 

 

作物名 適用病害虫 
使用
方法 

希釈倍数
(倍) 

使用液量
(L/10a) 

ha当たりの有
効成分投下量

(kg ai/ha) 

散布液中有効
成分濃度 

(%) 

推計花粉・ 
花蜜濃度 

(µg/g) 

推定暴露量(µg/bee) 

接触 

経口 

成虫 幼虫 

ｷｬﾍﾞﾂ 灰色かび病等 

散布 ミツバチが暴露しないと想定されるため評価不要 

はなやさい類 菌核病等 

鱗茎類(根物) 灰色かび病等 

ﾚﾀｽ 灰色かび病等 

ﾚﾀｽ類(ﾚﾀｽを除く) 灰色かび病等 

茶 炭疽病等 
 
表 9：アイーナ５フロアブルの第１段階評価（スクリーニング）の推計暴露量 

作物名 適用病害虫 使用方法 
希釈倍数

(倍) 
使用液量

(L/10a) 

ha当たりの有
効成分投下量

(kg ai/ha) 

散布液中有効
成分濃度 

(%) 

推計花粉・ 
花蜜濃度 
 (µg/g) 

推定暴露量(µg/bee) 

接触 
経口 

成虫 幼虫 

稲 いもち病等 

無人航空機による散布 8 0.8 0.05 0.63 4.9 0.44 0.047 0.018 

散布 
1000 150 0.075 0.005 7.4 0.0035 0.071 0.026 

300 25 0.042 0.017 4.1 0.012 0.039 0.015 

 



16 

 

1.2 第 1 段階評価（精緻化##） 

##：花粉･花蜜残留試験等、実測値を用いた推計暴露量による評価 

該当なし 

 

1.3 第 2 段階評価 

該当なし 

 

2．土壌処理シナリオ 

 該当なし 

 

3．種子処理シナリオ 

該当なし 
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Ⅴ．リスク評価結果 

1．茎葉散布シナリオ 

1.1 第 1 段階評価（スクリーニング） 

アイーナ 20 フロアブル及びアイーナ５フロアブルのリスク評価が必要な適用について、

予測式を用いて推計した暴露量（表 8 及び表 9）を毒性指標値で除し、その数値と、蜂個体

（成虫、幼虫）への影響が懸念される水準（0.4）を比較した。 

アイーナ 20 フロアブル及びアイーナ５フロアブルの適用について、接触並びに経口暴露

経路で蜂個体（成虫、幼虫）への影響が懸念される水準（0.4）を超えないことを確認した（表

10 及び表 11）。 

また、リスク評価が必要なすべての適用方法について、当該推計暴露量を成虫単回経口毒

性指標値で除した値が、反復影響が懸念される水準（0.04）を超えないことから、成虫反復

経口毒性試験を要しないことを確認した。 

なお、リメリナフロアブルの適用作物は開花しない作物である「西洋芝（ベントグラス）」

のみであり、その使用にあたり本剤にミツバチが暴露しないと想定されるため、リスク評価

は行わなかった。 
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表 10：アイーナ 20 フロアブルの第１段階評価（スクリーニング）結果一覧 

作物名 適用病害虫 使用方法 

推定暴露量/毒性指標 

リスク判定＊ 
被害防止方法 

(リスク管理措置) 
接触 

経口 

成虫/単回 幼虫 

稲 いもち病等 

散布 

3.5×10-5 2.4×10-4 2.4×10-4 

◎ 不要 

あずき 炭疽病等 

7.1×10-5 

0.015 0.033 

いんげんまめ 炭疽病等 

えんどうまめ 灰色かび病等 

きゅうり 灰色かび病等 

すいか 菌核病等 

ﾒﾛﾝ 菌核病等 

ﾋﾟｰﾏﾝ うどんこ病等 

いちご うどんこ病等 

なす** うどんこ病等 

9.4×10-4 9.6×10-4 ﾄﾏﾄ** 灰色かび病等 

ﾐﾆﾄﾏﾄ** 灰色かび病等 

ｱｽﾊﾟﾗｶﾞｽ 葉枯病等 0.024 0.055 

かんきつ 黒点病等 

0.034 0.077 

なし 黒星病等 

りんご 黒星病等 

おうとう 灰星病 

もも類 灰星病等 
小粒核果類 黒星病等 
ぶどう 灰色かび病等 

ﾏﾝｺﾞｰ 灰色かび病等 

かき うどんこ病等 
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作物名 適用病害虫 使用方法 

推定暴露量/毒性指標 

リスク判定＊ 
被害防止方法 

(リスク管理措置) 
接触 

経口 

成虫/単回 幼虫 

ｷｬﾍﾞﾂ 灰色かび病等 

散布 ミツバチが暴露しないと想定されるため評価不要 不要 

はなやさい類 菌核病等 

鱗茎類(根物) 灰色かび病等 

ﾚﾀｽ 灰色かび病等 

ﾚﾀｽ類(ﾚﾀｽを除く) 灰色かび病等 

茶 炭疽病等 

 

表 11：アイーナ５フロアブルの第１段階評価（スクリーニング）結果一覧 

作物名 適用病害虫 使用方法 

推定暴露量/毒性指標 

リスク判定＊ 
被害防止方法 

(リスク管理措置) 
接触 

経口 

成虫/単回 幼虫 

稲 いもち病等 

無人航空機による散布 4.4×10-3 1.6×10-4 1.6×10-4 

◎ 不要 
散布 

3.5×10-5 2.4×10-4 2.4×10-4 

1.2×10-4 1.3×10-4 1.3×10-4 

*リスク判定：◎；接触及び経口暴露評価で推計暴露量を毒性指標値で除した値は影響が懸念される水準（0.4）を超えない。 

 ×；経口暴露評価で推計暴露量を毒性指標値で除した値は影響が懸念される水準（0.4）を超える。 

**暴露量推計において花粉のみの摂餌量を用いる作物 
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1.2 第 1 段階評価（精緻化） 

該当なし 

 

1.3 第 2 段階評価 

該当なし 

 

2．土壌処理シナリオ 

該当なし 

 

3．種子処理シナリオ 

該当なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価資料 

資料 
番号 

報告年 
題名、出典（試験施設以外の場合） 
試験施設、報告書番号 
GLP 適合状況（必要な場合）、公表の有無 

提出者 

1 2014 
ARK-3010 – A rate-response laboratory bioassay to determine the acute 
contact toxicity to the honeybee Apis mellifera Mambo-Tox Ltd.、試験番

号：MIT-13-2 報告書番号：QET9、GLP、未公表 

三井化学ｸﾛｯﾌﾟ

＆ﾗｲﾌｿﾘｭｰｼｮﾝ㈱ 

2 2019 
MCF-8010 のミツバチ成虫急性経口単回投与試験 株式会社エスコ、

試験番号：E19-004-001 報告書番号：QET10、非 GLP、未公表 
三井化学ｸﾛｯﾌﾟ

＆ﾗｲﾌｿﾘｭｰｼｮﾝ㈱ 

3 2019 
MCF-8010 のミツバチ幼虫単回毒性試験 株式会社エスコ、試験番号：
E19-005-001 報告書番号：QET11、非 GLP、未公表 

三井化学ｸﾛｯﾌﾟ

＆ﾗｲﾌｿﾘｭｰｼｮﾝ㈱ 
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「キノフメリン農薬蜜蜂影響評価書（案）」に対する意見募集の
結果について（案） 

 

 

 

 

１． 意見募集の概要 

（１） 意見募集の対象農薬 

   キノフメリン 

 

（２）意見募集の周知方法 

関係資料を電子政府の総合窓口（e-Gov）に掲載 

 

（３）意見募集期間 

令和５年９月２５日（月）～ 令和５年１０月２４日（火） 

 

（４）意見提出方法 

・電子政府の総合窓口（e-Gov） 

・郵送 

 

（５）意見提出先 

農林水産省消費・安全局農産安全管理課 

 

 

２．意見募集の結果 

（１）御意見提出者数 

・電子政府の総合窓口（e-Gov） ２通 

・郵送 ０通 

 

 

（２）御意見の延べ総数 ２件 
  

別添 
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（別紙） 
「キノフメリン農薬蜜蜂影響評価書（案）」に対する意見・情報の募集に寄せられた意見・情報の概要及

びそれに対する考え方（案） 

 御意見 御意見に対する考え方 

１ 

 

外国の事例を集めて一番厳しい基準に合わせ

てください。 
農薬の蜜蜂への影響評価については、農薬取締法の

一部を改正する法律（平成30年法律第53号）の施行に

伴い、蜜蜂の農薬への暴露量を考慮した評価（リスク

評価）を導入するとともに、農薬に暴露した花粉・花

蜜を持ち帰った際の巣内の蜜蜂（幼虫等）への影響等

も考慮し、様々な暴露経路を通じた蜂群全体への評価

を行うこととし、外部有識者をメンバーとする「農業

資材審議会農薬分科会」及び「農薬の蜜蜂への影響評

価法に関する検討会」において公開審議の上、その評

価法を定めました（具体的な評価法については、「農

薬の登録申請において提出すべき資料について」（平

成31年３月29日付け30消安第6278号農林水産省消費・

安全局長通知）別紙２「農薬のミツバチへの影響評価

ガイダンス」参照）。 
この定めた評価法及び我が国に申請された使用方法

等に基づき、「農薬蜜蜂影響評価部会」において、評

価のための審議を行っているところです。 

２  キノフメリンについは、組成が異なるため問

題はないと思われるが、近年問題となっている

フッ素原子を含んでいる。使用を避けることが

可能であるなら、代替することを評価書に含め

てはどうでしょうか。本製剤は海外では登録さ

れておらず、またその作用機作の詳細が明らか

になっていないことから、今後、キノフメリンの

蜜蜂への影響について新たな知見が得られた場

合は、再評価を行うことを評価書に含めること

を提案します。  
またリメリナフロアブルについては、想定さ

れる用途が開花しない作物への散布とはいえ、

使用自体は散布者の判断によるため、不意の蜜

蜂へのばく露は十分想定されるが問題はないの

でしょうか。 

農薬は、農作物に散布され、意図的に環境中に放出

されるものであることから、人の健康や環境に対する

安全を確保することが必要です。このため、毒性、作

物への残留、環境への影響等に関する様々な試験成績

に基づき、安全性の評価を行い、問題がないと判断し

た農薬のみを、農林水産省が登録しています。また、

農薬は登録されたものしか使ってはいけないことはも

ちろん、登録の際に、使用できる作物と使用方法（希

釈倍数、使用量、使用時期、回数など）も合わせて定

めており、農薬を使用するときにこれらを遵守するこ

とで農薬の安全性が確保されています。 
農薬の登録及び再評価に当たっては、それぞれ農薬

取締法（昭和23年法律第82号。）第３条第４項及び第

８条第４項に基づき、最新の科学的知見に基づき、農

薬の安全性その他の品質に関する審査を行うこととさ

れております。 
農薬には、防除に有効で、かつ安全を確保できるよ

う、使用方法が定められており、この使用方法を遵守

すれば、ミツバチへの影響を含め安全性については問

題ありません。農林水産省は、都道府県と協力して、

農薬が申請された使用方法等に従い、適正に使用され

るよう、指導を進めています。 

 

 


